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資料編 

 

評価指標の考え方 

【妊婦・胎児】 

 

【乳児・幼児】 

 

 評価指標
基準値 

（R4年度）

目標値 
（R11年度）

評価指標の考え方（＊）
基準値の 
データ元

 

妊婦歯科健診

の受診率
29.5% 70.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し受診率向上に向け、取り組んできたが、

目標達成に至っていないため、引き継ぐ。令和

4年度に集団健診から個別健診への変更後、受

診率が向上（R4 年度：9.5%、R5 年度上半期：

47.3%）していることから、単年度の伸び率を

3.8%とし、計画期間6年間で22.7%増（R5年度

上半期47.3%から 22.7%増）を目標値とする。

新潟県乳幼児

等歯科健康診

査実施状況

 妊娠中に歯科

健診又は歯科

治療した母親

の割合

59.6% 70.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標を設定

し受診率向上に向け、取り組んできたが、目標

達成に至っていないため、引き継ぐ。健診等か

ら早期治療につなげるため、妊婦歯科健診と同

じ目標値とする。

三条市３か月

児健康診査問

診票

 

妊婦歯科健診

受診者のうち、

むし歯がある

妊婦の割合

89.1% 70.0%

妊婦歯科健診受診者のうち、むし歯のある妊婦

の割合は、平成30年度から減少し、その後は横

ばいに推移していたが、令和4年度に上昇し、

さらに県平均を上回っている。このことから妊

婦のむし歯予防の取組を強化し、取組成果を評

価するため、新規に市独自の評価指標として設

定する。目標値については、県の平均値（R3：

78.8%）を下回る数値とする。

新潟県乳幼児

等歯科健康診

査実施状況

 評価指標
基準値 

（R4年度）

目標値 
（R11年度）

評価指標の考え方（＊）
基準値の 
データ元

 

２歳児で毎日

仕上げ磨きを

する児の割合

89.1% 98.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、適切な口腔ケア等の周知、啓発に取り

組んできたが、目標達成に至っていないため、

引き継ぐ。目標値については、幼児健診の中で

最も割合が高い１歳６か月児健診の実績値を

基準とし、過去５年間で最も高い数値とする。

令和 4 年度 

歯科疾患実態

 

３歳児でむし

歯のない児の

割合

95.0% 97.0%

2 次計画においても、国と同じ評価指標を設定

し取り組み、目標値は達成したが、幼児期のむ

し歯予防は重要であるとともに、国も継続して

参考指標としていることから、引き継ぐ。目標

値については、基準値が県平均とほぼ同率であ

るため、令和4年度の母子保健事業報告及び当

市の割合の伸び率から目標値を算出する。

令和 4 年度 

母子保健事業

報告

 

５歳児でむし

歯がない児の

割合

79.4% 85.0%

2 次計画においても、県と同じ評価指標を設定

し取り組み、目標値は達成したが、幼児期のむ

し歯予防は重要であることから、引き継ぐ。目

標値については、基準値が県平均とほぼ同率で

あるため、令和4年度の母子保健事業報告及び

当市の割合の伸び率から目標値を算出する。

令和 4 年度 

歯科疾患実態

＊評価指標の考え方「国」⇒歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（第二次）
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【児童・生徒】 

 

 

【成人】 

 評価指標
基準値 

（R4年度）

目標値 
（R11年度）

評価指標の考え方（＊）
基準値の 
データ元

 

12 歳でむし歯

のない者の割

合

86.6% 90.0%

2 次計画においても、国と同じ評価指標を設定

し取り組み、目標値は達成したが、学童時期の

むし歯予防は重要であるとともに、国も継続し

て参考指標としていることから、引き継ぐ。目

標値については、県の目標値に合わせる（県 R

元年度現状値：84.4%⇒R6年度目標値：90%）。

三条市学校保

健統計

 
小学生で歯肉

の状態が要観

察の者の割合

11.9% 10.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、適切な口腔ケアの周知、啓発に取り組

んできたが、目標達成に至っていないため、引

き継ぐ。目標値については、国の「10代におけ

る歯肉に炎症所見を有する者の割合」の目標値

10%に合わせる（県の「中学３年生の歯肉炎有病

率」の目標値は 16%であり、それより市の現状

値は下回っているため）。

三条市学校保

健統計 

 
中学生で歯肉

の状態が要観

察の者の割合

13.3% 10.0%

 評価指標
基準値 

（R4年度）

目標値 
（R11年度）

評価指標の考え方（＊）
基準値の 
データ元

 20 歳から 40 歳

までの歯周病

検診受診者の

割合

5.3% 10.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し受診率向上に向け、取り組んできたが、

目標達成に至っていないため、引き継ぐ。

三条市保健衛

生の動向

 
要指導・要精密

検査に該当す

る者の割合

88.7% 85.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、むし歯や歯周病予防に取り組み、目標

値は達成したものの、割合が依然として高いこ

とから、2次計画の目標値より5%引き下げた数

値目標とし、引き継ぐ。

三条市保健衛

生の動向

 

50 歳以上にお

ける咀しゃく

良好者の割合

65.0% 70.0%

国と同様の評価指標とし新規に設定する。目標

値については、国の考え方（過去5回のうち最

も高い値を基準）に合わせて設定する。ただし、

R4 年度から咀しゃく能力の判定方法を変更し

たため、R4、R5の 2回のうち最も高い値（R5⇒

65%）を基準とし5%高い 70%を目標値とする。

咀しゃく能力

判定試験集計

表

 40 歳以上にお

ける自分の歯

が 19 本以下の

者の割合

16.3% 5.0%

国の評価指標及び目標値に合わせて、新規に設

定する。

歯周病検診票

 
過去１年間で

歯科を受診し

た者の割合

41.2% 50.0%

国と類似で市独自の評価指標とし新規に設定

する。健康づくり実態調査及び介護予防・日常

生活圏域ニーズ調査のR2から R5までの割合の

増加（約3%）を加味し目標値を50%とする。

健康づくり実

態調査、介護

予防・日常生

活圏域ニーズ

調査

 週に１回以上

鏡を使用して

歯や口腔の状

態を観察する

者の割合

41.6% 50.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、適切な口腔ケア等の周知、啓発に取り

組み、目標値は達成したものの、割合が半数以

下であったことから、目標値を 50%とし引き継

ぐ。

歯周病検診票
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【高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
60 歳で 24 本以

上の自分の歯

を有する者の

割合

95.0% 100.0%

2 次計画においても、国と同様に評価指標を設

定し、割合増加に向け、取り組み、目標値を達

成しているが、歯の喪失防止は重要であり、国

も継続して指標としていることから、引き継

ぐ。目標値については、基準値が国の目標値

（95%）に達していることから 100%とする。

歯周病検診票

 歯周病検診で

歯周病（歯周ポ

ケット1・2）に

該当する者の

割合

55.0% 40.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、むし歯や歯周病予防に取り組んできた

が、目標達成に至っていないため、引き継ぐ。

歯周病検診票

 歯周病検診で

むし歯（未処置

歯）に該当する

者の割合

37.3% 30.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、むし歯や歯周病予防に取り組んできた

が、目標達成に至っていないため、引き継ぐ。

歯周病検診票

 たばこを吸っ

ていると歯周

病になりやす

いことを知っ

ている者の割

合

58.4% 60.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し、たばこと歯周病に関する周知、啓発に

取り組んできたが、目標達成に至っていないた

め、引き継ぐ。

歯周病検診票

 評価指標
基準値 

（R4年度）

目標値 
（R11年度）

評価指標の考え方（＊）
基準値の 
データ元

 後期高齢者歯

科健診の受診

率

11.5% 20.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し受診率向上に向け、取り組み、目標は達

成したものの、低い割合で推移していることか

ら、引き継ぐ。

三条市保健衛

生の動向

 

過去１年間で

歯科を受診し

た者の割合

44.1% 50.0%

2 次計画においても、国と類似で市独自の評価

指標として設定し取り組み、目標値を達成した

が、歯科疾患の予防や重症化予防、口腔機能の

維持・向上のためには、定期的な点検は重要で

あることから、引き継ぐ。健康づくり実態調査

及び介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の R2か

ら R5までの割合の増加（約 3%）を加味し目標

値を50%とする。

健康づくり実

態調査、介護

予防・日常生

活圏域ニーズ

調査

 後期高齢者歯

科健診で要治

療に該当する

者の割合

73.6% 68.0%

2 次計画においても、市独自の評価指標として

設定し取り組み、目標は達成したものの、高い

割合が続いていることから、目標値を基準値よ

り5%減少とし、引き継ぐ。

後期高齢者歯

科健診票

 80 歳で 20 本以

上の自分の歯

を有する者の

割合

64.1% 85.0%

2 次計画においても、国と同様に評価指標とし

て設定し取り組んできたが、目標達成に至って

いないため、引き続き、国の指標、数値目標に

合わせて引き継ぐ。

後期高齢者歯

科健診票



資料編

38 

【要介護（要支援）者、障がい児・者】 

 

 

 

 

 

 

 

 評価指標
基準値 

（R4年度）

目標値 
（R11年度）

評価指標の考え方（＊）
基準値の 
データ元

 
要支援者の歯

科検診受診率
13.0% 100.0%

2 次計画においても同様に、市独自の評価指標

として設定し、歯科疾患等の早期発見、重症化

予防に取り組んできたが、目標達成に至ってい

ないため、引き継ぐ（三条市歯科医師会との共

同事業でもあり、目標値を合わせる）。

要支援者歯科

検診受診率

 通所サービス

事業所におけ

る口腔ケアの

実施割合（口腔

機能向上加算

の有無を問わ

ない）

84.8% 
（R5年度）

100.0%

介護職員人材

実態調査（介

護保険事業計

画作成時に調

査を実施）

 日中活動系サ

ービス事業所

の歯科健診を

行う事業所の

数

5か所 11か所

2次計画においても同様に、市独自の評価指標

として設定し取り組んできたが、目標達成に至

っていないため、引き継ぐ。

日中活動系サ

ービス事業所

へ随時実績を

確認


